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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】電子走査式超音波探触子に近い領域の視野を広
げる。
【解決手段】電子走査式超音波探触子１をその走査面に
平行な方向に移動し、複数の位置で共通の観察対象部Ｃ
に向かって走査し、複数の位置で撮影した画像を重ねた
如き合成画像を生成する。
【効果】体表に近い領域を広く観察することが出来る。
アーチファクトを低減できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電子走査式超音波探触子と、前記電子走
査式超音波探触子をその走査面に平行な方向に移動した
ときに複数の位置で走査する走査手段と、前記複数の位
置で撮影した２次元画像を重ねた如き合成画像を生成す
る合成画像生成手段とを具備したことを特徴とする超音
波診断装置。
【請求項２】  電子走査式超音波探触子と、前記電子走
査式超音波探触子をその走査面に平行な方向に移動した
ときに複数の位置で共通の観察対象部に向かって走査す
る走査手段と、前記複数の位置で撮影した２次元画像を
重ねた如き合成画像を生成する合成画像生成手段とを具
備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】  請求項２に記載の超音波診断装置におい
て、第１の位置で撮影した観察対象部を含む画像とその
後に第２の位置で撮影した画像とを比較して第２の位置
における観察対象部の方向を検出する方向検出手段を具
備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】  請求項２または請求項３に記載の超音波
診断装置において、表示した画像上で操作者が指定した
点を前記観察対象部とする観察対象部設定手段を具備し
たことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】  請求項２または請求項３に記載の超音波
診断装置において、電子走査式超音波探触子の初期位置
における所定の深さの走査面中央の点を観察対象部とす
る観察対象部設定手段を具備したことを特徴とする超音
波診断装置。
【請求項６】  請求項５に記載の超音波診断装置におい
て、前記所定の深さを操作者が指定するための観察対象
部深さ指定手段を具備したことを特徴とする超音波診断
装置。
【請求項７】  請求項１から請求項６のいずれかに記載
の超音波診断装置において、電子走査式超音波探触子を
その走査面に平行な方向に移動するのを補助する移動補
助手段を備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】  請求項１から請求項７のいずれかに記載
の超音波診断装置において、前記合成画像生成手段は、
複数の位置で撮影した各２次元画像の対応する画素の最
大値を合成画像の画素値とすることを特徴とする超音波
診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断装置に
関し、さらに詳しくは、体表に近い領域の視野を広げて
観察することが出来ると共にアーチファクトの低減など
が十分に出来る超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】図１６および図１７は、従来の超音波診
断装置における撮像方法の説明図である。図１６の
（ａ）（ｂ）（ｃ）に示すように、リニア超音波探触子
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１’を一つの位置に固定したままビーム方向ｄ１，ｄ
２，ｄ３が異なる複数の走査面ｇ１，ｇ２，ｇ３を走査
し、それぞれの画像を得る。そして、図１７に示すよう
に、各走査面ｇ１，ｇ２，ｇ３の画像を重ねた合成画像
を生成する。この合成画像では、ビーム方向が異なる複
数の画像が重なった部分のアーチファクトＡの低減など
が可能となる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】従来の超音波診断装置
による合成画像（図１７）では、超音波探触子１’から
遠い領域の視野は広がるが、超音波探触子１’に近い領
域の視野は広がらないため、体表に近い領域を広く観察
したい場合に向かない問題点がある。また、超音波探触
子１’に対するビーム方向の角度に制限があるため、ビ
ーム方向が大きく異なる複数の画像を重ねることが出来
ず、アーチファクトＡの低減などが十分に出来ない問題
点がある。そこで、本発明の目的は、体表に近い領域の
視野を広げて観察することが出来ると共にアーチファク
トの低減などが十分に出来る超音波診断装置を提供する
ことにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】第１の観点では、本発明
は、電子走査式超音波探触子と、前記電子走査式超音波
探触子をその走査面に平行な方向に移動したときに複数
の位置で走査する走査手段と、前記複数の位置で撮影し
た２次元画像を重ねた如き合成画像を生成する合成画像
生成手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置
を提供する。上記第１の観点による超音波診断装置で
は、電子走査式超音波探触子をその走査面（多数の音線
により形成される平面）に平行な方向に移動しながら複
数の位置で撮影した２次元画像を重ねた如き合成画像を
生成するから、電子走査式超音波探触子に近い領域の視
野を広げることが可能となり、体表に近い領域を広く観
察することが出来る。
【０００５】第２の観点では、本発明は、電子走査式超
音波探触子と、前記電子走査式超音波探触子をその走査
面に平行な方向に移動したときに複数の位置で共通の観
察対象部に向かって走査する走査手段と、前記複数の位
置で撮影した２次元画像を重ねた如き合成画像を生成す
る合成画像生成手段とを具備したことを特徴とする超音
波診断装置を提供する。上記第２の観点による超音波診
断装置では、電子走査式超音波探触子をその走査面に平
行な方向に移動しながら複数の位置で共通の観察対象部
に向かって走査し撮影した２次元画像を重ねた如き合成
画像を生成するから、電子走査式超音波探触子に近い領
域の視野を広げることが可能となり、体表に近い領域を
広く観察することが出来る。また、観察対象部が、ビー
ム方向が異なる複数の画像が重なった部分となるため、
観察対象部でのアーチファクトの低減などが可能とな
る。さらに、電子走査式超音波探触子に対するビーム方
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向の角度に制限があっても、電子走査式超音波探触子自
体の角度を変えることで、観察対象部に対するビーム方
向を大きく変えることが可能となる。よって、ビーム方
向が大きく異なる複数の画像を重ねることが可能とな
り、アーチファクトの低減などが十分に出来るようにな
る。
【０００６】第３の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、第１の位置で撮影した観察対象
部を含む画像とその後に第２の位置で撮影した画像とを
比較して第２の位置における観察対象部の方向を検出す
る方向検出手段を具備したことを特徴とする超音波診断
装置を提供する。電子走査式超音波探触子が移動したと
きの観察対象部の方向は、電子走査式超音波探触子に位
置センサや加速度センサを設けることによって検出可能
になるが、電子走査式超音波探触子のハードウエア構成
が複雑なる。これに対して、上記第３の観点による超音
波診断装置では、移動前後の画像を比較する画像解析に
より観察対象部の方向を検出するため、電子走査式超音
波探触子のハードウエア構成が複雑にならない利点があ
る。
【０００７】第４の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、表示した画像上で操作者が指定
した点を前記観察対象部とする観察対象部設定手段を具
備したことを特徴とする超音波診断装置を提供する。上
記第４の観点による超音波診断装置では、操作者が任意
に観察対象部を指定できる。
【０００８】第５の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、電子走査式超音波探触子の初期
位置における所定の深さの走査面中央の点を観察対象部
とする観察対象部設定手段を具備したことを特徴とする
超音波診断装置を提供する。上記第５の観点による超音
波診断装置では、所定の深さを予め設定しておけば、デ
フォルトの観察対象部を利用可能となる。
【０００９】第６の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記所定の深さを操作者が指定
するための観察対象部深さ指定手段を具備したことを特
徴とする超音波診断装置を提供する。上記第６の観点に
よる超音波診断装置では、操作者が観察対象部を変更で
きる。
【００１０】第７の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、電子走査式超音波探触子をその
走査面に平行な方向に移動するのを補助する移動補助手
段を備えたことを特徴とする超音波診断装置を提供す
る。上記第７の観点による超音波診断装置では、操作者
がフリーに電子走査式超音波探触子を移動する場合に較
べて、より正確に電子走査式超音波探触子をその走査面
に平行な方向に移動することが出来る。
【００１１】第８の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記合成画像生成手段は、複数
の位置で撮影した各２次元画像の対応する画素の最大値
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を合成画像の画素値とすることを特徴とする超音波診断
装置を提供する。上記第８の観点による超音波診断装置
では、合成画像を簡単に作成することが出来る。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図に示す発明の実施の形態
により本発明をさらに詳細に説明する。なお、これによ
り本発明が限定されるものではない。
【００１３】図１は、本発明の一実施形態にかかる超音
波診断装置の構成図である。この超音波診断装置１０
は、リニアまたはコンベックスまたはセクタ方式の電子
走査型超音波探触子１と、電子走査型超音波探触子１を
駆動して超音波パルスを被検体内へ送信すると共に被検
体内から超音波エコーを受信して受信データを出力する
送受信部２と、受信データからＢモードデータまたはＣ
ＦＭ（Color Flow Mapping）データを得る信号処理部３
と、Ｂモード画像やＣＦＭ画像を生成すると共に本発明
にかかる移動コンパウンド処理を実行して合成画像を生
成するＤＳＣ（Digital Scan Converter）４と、Ｂモー
ド画像やＣＦＭ画像や合成画像を表示するＣＲＴ５と、
全体を制御する制御部６と、操作者が操作を行うための
操作部７とを具備している。
【００１４】図２は、超音波診断装置１０が実行する移
動コンパウンド処理を示すフロー図である。ステップＳ
１では、図３の（ａ）に示すように、走査面の中央のビ
ームが電子走査型超音波探触子１のエレメント配列に対
して対称となる走査面Ｇ１を走査し、Ｂモード画像また
はＣＦＭ画像を撮像し、図３の（ｂ）に示すように、撮
像した画像をＣＲＴ５に表示する。この画像では、電子
走査型超音波探触子１から見て癌Ｃの後方にアーチファ
クトＡが生じている。なお、このアーチファクトＡは、
音響陰影（acoustic shadow）を想定している。操作者
は、観察対象部（ここでは、癌Ｃとする）が画面の中央
に位置するように電子走査型超音波探触子１の位置を定
める。
【００１５】ステップＳ２では、操作者は、図４に示す
ように、ＣＲＴ５に表示された画像上でポインタＫを操
作して、観察対象点Ｐ１を指定する。ステップＳ３で
は、観察対象点Ｐ１が指定された画像を最初の合成画像
とする。
【００１６】ステップＳ４では、操作者は、コンパウン
ドスタートを指示すると共に、電子走査型超音波探触子
１の走査面に平行な方向に電子走査型超音波探触子１を
移動する。
【００１７】ステップＳ５では、前回のビーム方向のま
まで走査面を走査し、画像を得る。例えば、図３の
（ａ）に示す前回のビーム方向のままで、図５の（ａ）
に示すように、走査面Ｇ２を走査し、図５の（ｂ）に示
す如き画像を得る。
【００１８】ステップＳ６では、前回の画像と今回の画
像を比較して、観察対象点を検出する。例えば、図６の



(4) 特開２００３－１３５４５４

10

20

30

40

50

5
（ａ）に示すように、前回の画像上の観察対象点Ｐ１を
中心とする小領域Ｑ１を設定し、図６の（ｂ）に示すよ
うに、今回の画像上で小領域Ｑ１と最も強い相関のある
小領域Ｑ２を探し、その小領域Ｑ２の中心を新たな観察
対象点Ｐ２とする。
【００１９】ステップＳ７では、新たな観察対象点を検
出できたならステップＳ８へ進み、検出できなかったな
ら処理を終了する。ステップＳ８では、新たな観察対象
点の方向を走査できるならステップＳ９へ進み、電子走
査式超音波探触子１の制限から新たな観察対象点の方向
を走査できないなら処理を終了する。
【００２０】ステップＳ９では、図７の（ａ）に示すよ
うに、新たな観察対象点の方向に向けた走査面Ｇ２’を
走査し、図７の（ｂ）に示す如き画像を得る。
【００２１】ステップＳ１０では、得た画像を合成画像
に重ねて新たな合成画像とする。例えば、図３の（ｂ）
に示す画像と図７の（ｂ）に示す画像とを位置合わせし
た後、いずれかの画像の画素が存在する位置に画素を持
つ合成画像を形成する。そして、合成画像の画素値は、
対応する元の画像の画素値のうちの最大値とする。ある
いは、対応する元の画像の画素値が１つだけならその値
を合成画像の画素値とし、複数あるならそれらの平均値
を合成画像の画素値とする。このようにして、図８に示
す如き合成画像を得る。この合成画像では、アーチファ
クトＡが低減されている。ステップＳ１１では、合成画
像を表示する。そして、前記ステップＳ５に戻る。
【００２２】戻ったステップＳ５では、例えば、図７の
（ａ）に示す前回のビーム方向のままで、図９の（ａ）
に示すように、走査面Ｇ３を走査し、図９の（ｂ）に示
す如き画像を得る。次いで、ステップＳ６では、例え
ば、図１０の（ａ）に示すように、前回の画像上の観察
対象点Ｐ２を中心とする小領域Ｑ２を設定し、図１０の
（ｂ）に示すように、今回の画像上で小領域Ｑ２と最も
強い相関のある小領域Ｑ３を探し、その小領域Ｑ３の中
心を新たな観察対象点Ｐ３とする。
【００２３】続いて、ステップＳ７，Ｓ８を経て、ステ
ップＳ９では、図１１の（ａ）に示すように、新たな観
察対象点の方向に向けた走査面Ｇ３’を走査し、図１１
の（ｂ）に示す如き画像を得る。次いで、ステップＳ１
０では、例えば、図１１の（ｂ）に示す画像を、図８に
示す合成画像に重ねて、図１２に示す如き合成画像を得
る。この合成画像では、アーチファクトＡがさらに低減
されている。続いて、ステップＳ１１では、合成画像を
表示する。そして、前記ステップＳ５に戻り、上記と同
様の処理を繰り返す。
【００２４】図１３の（ａ）（ｂ）に示すように、電子
走査式超音波探触子１の向きを変えるように電子走査式
超音波探触子１を移動してもよい。この場合、電子走査
式超音波探触子１に対するビーム方向の角度に制限があ
っても、観察対象部に対するビーム方向を大きく変える*
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*ことが可能となる。よって、図１４に示す合成画像のよ
うに、アーチファクトＡの低減などが十分に行えるよう
になる。
【００２５】図１５は、電子走査式超音波探触子１の走
査面に平行な方向に電子走査式超音波探触子１を移動す
るのを補助する移動補助装置の一例である。この移動補
助装置１０は、ベースｂに立設したポールｐと、ポール
ｐから水平に張り出したアームａと、アームａから垂下
したロッドｒと、ロッドｒの先端に関節ｋを介して装着
されたホルダｈとから構成される。アームａは、ポール
ｐに沿って垂直移動可能である。また、ロッドｒは、ア
ームａに沿って水平移動可能である。さらに、ロッドｒ
は、テレスコピック式に伸縮する。ホルダｈは、アーム
ａとロッドｒが規定する平面内でロッドｒに対する角度
を変えることが可能である。また、ホルダｈは、アーム
ａとロッドｒが規定する平面に電子走査式超音波探触子
１の走査面が平行になるように電子走査式超音波探触子
１を把持する。そこで、操作者が電子走査式超音波探触
子１を持ってどの位置に移動しても、電子走査式超音波
探触子１の走査面は常に平行になる。なお、アームａに
沿ってロッドｒを自動的に水平移動させるためのモータ
を設けてもよい。
【００２６】本発明にかかる図１２や図１４と従来技術
にかかる図１７とを比較すれば判るように、本発明で
は、電子走査式超音波探触子１に近い領域の視野を広げ
ることが可能となり、体表に近い領域を広く観察するこ
とが出来る。また、観察対象部でのアーチファクトＡの
低減などが十分に行えるようになる。
【００２７】
【発明の効果】本発明の超音波診断装置によれば、次の
効果が得られる。
（１）電子走査式超音波探触子に近い領域の視野を広げ
ることが可能となり、体表に近い領域を広く観察するこ
とが出来る。
（２）アーチファクトの低減などが可能となる。
（３）電子走査式超音波探触子に対するビーム方向の角
度に制限があっても、電子走査式超音波探触子自体の角
度を変えることで、観察対象部に対するビーム方向を大
きく変えることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態にかかる超音波診断装置を
示す構成図である。
【図２】本発明の一実施形態にかかる移動コンパウンド
処理を示すフロー図である。
【図３】移動コンパウンド処理の最初の走査面および得
られる画像を示す説明図である。
【図４】観察対象点の指定を示す説明図である。
【図５】電子走査式超音波探触子を移動した位置での最
初の走査面および得られる画像を示す説明図である。
【図６】前回の画像と今回の画像の比較を示す説明図で
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ある。
【図７】電子走査式超音波探触子を移動した位置での観
察対象点に向けた走査面および得られる画像を示す説明
図である。
【図８】２回目の合成画像を示す例示図である。
【図９】電子走査式超音波探触子をさらに移動した位置
での最初の走査面および得られる画像を示す説明図であ
る。
【図１０】前回の画像と今回の画像の比較を示す説明図
である。
【図１１】電子走査式超音波探触子をさらに移動した位
置での観察対象点に向けた走査面および得られる画像を
示す説明図である。
【図１２】３回目の合成画像を示す例示図である。
【図１３】電子走査式超音波探触子の角度が変わるよう*
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*に移動する状態を示す説明図である。
【図１４】電子走査式超音波探触子の角度が変わるよう
に移動した場合の合成画像の例示図である。
【図１５】移動補助装置の例示図である。
【図１６】従来の超音波撮像方法を示す説明図である。
【図１７】従来の合成画像の例示図である。
【符号の説明】
１            電子走査式超音波探触子
２            送受信部
３            信号処理部
４            ＤＳＣ
５            ＣＲＴ
６            制御部
７            操作部
１０          移動補助装置

【図１】

【図３】

【図４】

【図８】
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【図５】

【図６】
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【図９】

【図１０】

【図１１】



(9) 特開２００３－１３５４５４

【図１３】
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